
病院図書館２００７；２７(4)：193-195

国外における一般市民への医学情報提供の現状文献的考察

医学図書館による働きかけ

若杉亜矢、神山貴子、山室員知子、杉本節子

Ｉ．はじめに

国外、特に米国では一般市民が健康情報を

知りたいと思ったら、公共図書館へ行くのが常

識である。本国では、病院や医科大学において

も患者図書室の社会的認識がやっと高まりつつ

ある。本研究は「国外における一般市民への医

学情報提供の現状」を主題として、医学図書館

による働きかけに重点を置いて文献的調査を行

い、米国における健康情報提供の広まりを検討

した。

Ⅱ、健康情報の広まり

一般市民への医学情報の提供は、1970年代

に米国で医療の消費者つまり一般市民への情報

提供が必要であるという認識が高まったことに

端を発している。1973年には米国病院協会が

｢患者は医者から診断や治療・予後に関する最

新のわかりやすい情報を得る権利がある」とい

う患者の権利をうたい')、「消費者健康情報

(ConsumerHealthlnfbrmation:CHI)」の社会

的認知を広めた。

その後、CHIに対するニーズはますます高ま

り、米国国立医学図書館（以下ＮＬＭ）は1997

年にMEDLINEを無料公開した。当時のゴア副

大統領は、その最初のアクセス者として「これ

までわれわれが長年やってきたどんなことよ

り、これでアメリカの医療の質は大きく改革、
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改善される。私は本当にそう信じる」と言葉を

述べた2)。実際、米国におけるCHIのニーズは

その後も高まり、情報を提供する側の専門性も

求められるようになった。

Ⅲ。求められる専門性

ペンシルバニア州にあるピッツバーグ大学

図書館情報学大学院では、ＣＨ,専門の図書館員

を養成するためのカリキュラムがある3.4)。そ

こで求められるCHI図書館員の能力とは、下記

の通りである。

・CHI図書館の運営

・CHIニーズに対応できるサービス精神

・広範囲なCHIを利用者に提供できる

．CHIの擁護（infOrmationadvocate）

・利用者の要求にタイムリーに、そして秘

密を守っていく環境を作り出す

同大学では、現役の学生から、現職の司書

への教育にも力を入れており、現職司書のプロ

グラムも充実している。図書館からの求職もダ

イレクトに行われており、まさに即戦力になる

ための訓練校といったところだろうか。

Ⅳ、公共図書館への働きかけ

MEDLINEが無料公開された翌年、公共図書

館を対象としたパイロットプロジェクトが行わ

れた5)。このプロジェクトは、ＣＨＩを提供する

公共図書館の役割を学ぶためにＮＬＭが行った

調査で、公共図書館の現場へ医学図書館員が赴

き、健康情報に関する指導や、医学図書館の見

学会という活動を経て、各公共図書館が健康情
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報提供のためにどのような働きかけをしていく

か調査を行った。

一方、医学図書館と患者教育センターが共同

して、積極的に活動を行っている図書館もあっ

た。ニュージャージー州にあるＴｈｅＲｅｕｂｅｎＬ・

SharpHealthSciencesLibraryatCooperHos‐

pita,/UniversityMedica'Centerは消費者健康

教育センターと協定を組み、図書館と教育セン

ターのサインを統一したり、月に一度職員と患

者の両方が興味を引くようなサービスの提案を

している6)。教育センターの医療スタッフは、

病院や病気に関する新しい情報などを図書館員

に教えてくれたり、医療職としてのアドバイス

ができる。

同じようにランゲロス回復期教育・情報セ

ンターも医学分野の情報提供を行う専門の医学

図書館員が,名配置されており、患者の支援を

行っている7)。

2002年には公共図書館向けの健康情報サー

ビスについてのガイドブックが相次いで発刊さ

れ＆9)、公共図書館のCHIサービスはマニュア

ル化されたと言っても過言ではないだろう。

Ｖ・考察

消費者健康情報とは、①一般の人々のため

に書かれた健康．医学書であり、②専門用語が

使われておらず、③一般的に入手が可能な情報

のことを指す｡利用者は病気の人々やその家族、

健康な人々など、全ての人がサービスの対象者

である。では、なぜ全ての人がサービスの対象

者であるのに、本国の一般市民への医学情報提

供が米国に比べて大幅な遅れをとっているの

かｏ３つの要素が考えられる。

１．政府機関の対応

米国では、政府機関を筆頭にさまざまな媒

体を駆使して質の高い医療、健康情報を一般市

民に伝達しようとしている。そのことによって

国内の患者が減り、医療費の減少にもなると考

えたのである。また、米国では数多くの助成金

制度があり、CHI提供に関する補助が盛んに行

われている。その制度は図書館単位での申請が

可能であるため7)、各図書館が特色を生かした

CHI提供を行うことができる。

２．医学図書館の対応

ＮＬＭはＭＥＤＬＩＮＥの一般公開やさまざまな

プロジェクトを通して、公共図書館との連携を

はかってきた。その結果、公共図書館向けのガ

イドブックが作成され、一般市民がCHIを入手

するために公共図書館を利用するのが当たり前

になった。これらの事例から、今日のような

CHIサービスの広まりは、医学図書館側からの

働きがけが重要な役割を占めていると考えられ

る。一般的に公共図書館がCHIの提供を始めよ

うとする際、時間やお金がかかることを懸念す

るという9)。しかし、そこで医学図書館との連

携や、医学図書館員の指導があったため、難し

いサービスではないことが判明し、多くの利用

者を生み出している。

３．利用者のニーズ

米国では利用者からのニーズも高く、患者

や患者家族からの寄付金で図書館を運営してい

る病院もある。そもそも米国のＣＨＩの発端は

｢患者の権利」からであり、受け身の医療では

なく、自身で選択するという意識からスタート

した。本国ではほんの数年前より、セカンドオ

ピニオンの導入など、自身で医療を選択できる

制度がはじまったばかりである。その点におい

ても米国との意識の違いが露呈する。

Ⅵ．まとめ

CHIサービスにおいての医学図書館による公

共図瞥館への指導や連携の事例を考察した。そ

の結果、米国のCHIサービスがここまで広まっ

た大きな3つの要因が考えられた。

ｌ・政府政策のひとつとしてCHIがある

２．医学図書館からの積極的な働きかけ

３．ニーズの高さ

近年、日本の病院にも「患者図書室」が数

多く設けられている。しかし、その実態はさま

ざまであり、医学図書館員の意見が反映されて

－１９４－



いないところも数多くあるという。一方で医学

図書館と公共図書館の連携の事例も報告される

ようになってきた。誰のための情報提供かとい

うことを最優先に考え、医学情報の提供を当た

り前のものとして長年取り組んでいる欧米に見

習うべきである。
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